
＜お屠蘇（おとそ）講座＞ 
12月 16日（火）にお屠蘇講座を開催し

ました。お屠蘇は、中国で考案されたも

ので、日本へは平安時代に伝わり、江戸

時代には庶民にも広がったそうです。 

 

 

 

 

 

 

憩いの園 

大堰交流センターだより 

 

 

 前回、少しばかりお伝えしました「課題解決型ワーケーション」ですが、最終日に総務省地域力

創造アドバイザーの方は、次のように『大堰地区の地域活性化』についてまとめられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政各課が“水”の概念で統合されることで、町全体のビジョンが一本化される。 

バラバラな施策ではなく「水の町」としての総合戦略で未来を描く。 

 

詳細については、町のホームページで見ることができます。来町された８人の方のプレゼンテー

ションは２つあります。交流センターに、印刷したプレゼンテーションを置いています。お見えに

なられたときに、手に取っていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        皆様、今年もたいへんお世話になりました。 

                        よいお年をお迎えください。 

令和 7 年 12 月 26 日 

憩いの園大堰交流センター発行 

🏠 守部 504-1 

☎ 23-2014 

＜交流センター大掃除＞ 
12月 13日(土)に、交流センターの大掃除を行い

ました。寒い中、たくさんの方に除草や低木の剪

定、窓拭き他の作業をしていただき、交流センター

がとてもきれいになりました。ご協力いただいた皆

様には、改めてお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

お知らせ 
〇 1月 25日(日)お寿司講座 

〇 1月 27日(火)おおぜきマルシェ 

課題解決型ワーケーションが開催されましたⅡ 

4｜敬意なくして未来はつくれない 

 （先人・自然・行政・民間・隣人への敬意） 

5｜水資源の最大化こそ、大刀洗が 

 幸福度ランキング 1 位へ向かう近道 

6｜THE WAT(ER) TOWN PLAN 

 （農業・特産品・歴史教育・文化・防災）で 

 町は一つに繋がる 

1｜大刀洗は「便利を追う町」ではなく、 

  原点に立ち返り未来を見つける町である 

2｜大刀洗の核心資源は “水” であり、 

町の未来をつくる最強のレバレッジである 

3｜THE WAT(ER)＝水のように生きる人を 

増やすことが地域の成長戦略 

回覧 


